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高齢者のセルフネグレクト（自己放任）とは

セルフネグレクト（自己放任） ※厚生労働省資料より抜粋

必要な介護や医療サービスを利用せず、外部からの支援の申し出も

拒み、地域で孤立したまま健康的な生活を維持できない状態を指します。

セルフネグレクト状態にある高齢者には、認知症、精神疾患・障害、

アルコール関連の問題を抱えている方が多く見受けられ、その影響

から「支援は不要」「困っていない」と関与を拒むこともあり、

支援には困難が伴うため、近年特に問題視されています。

包括支援センターは、総合相談支援業務や権利擁護業務の一環として、支援

を必要とする方々を適切なサービスにつなぐ役割を担っていますが、セルフネ

グレクト状態にある方の場合は、やはり支援に困難が生じます。

以下では実際に当センターでかかわった事例をご紹介します。

・銀行手続きが困難となり手元に現金がなく生活に支障をきたしていた。銀行より

相談があり介入。自宅訪問すると室内は物で散乱、食べるものもなく支援を必要と

したが、「大丈夫。弟夫婦がいるから」と繰り返し支援を拒む。幸い民生委員を信

頼しておりパイプ役になっていただきサービス利用につながる。

・自宅や敷地がごみ屋敷化し、衛生面が劣悪になり安全面にも支障を来していた。

当事者が民生委員に相談し、関係機関が介入を始め片付けの方向となる。しかし、

最終的に本人の拒否があり片付けは途中で頓挫する。状況の進展を期待して定期

訪問を続けている。

• 回覧板が滞り孤立していると民生委員から相談あり連携して訪問を重ね

る。はじめから介入に強い拒否があり、まもなく玄関施錠が続き直接面会

は困難となる。訪問不可となり一年後、新聞が溜まっていたことで新聞配

達員から警察に通報がなされ、亡くなっていたところ発見となってしまっ

た。
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地域包括支援センターでは皆さんの権利を

守ることや地域で安心して暮らすための講座を

無料開催します。お気軽にお問合せください。

無料出張講座のご案内
最近、NHKで「認知症克服のカ

ギ」と題した最先端の認知症研究

の番組を視聴しました。身近な感

染症が認知症のリスクになる。犬

との暮らしが発症を45％減少させ

るなど画期的な内容でした。最後

は「人はつながりが必要な生き

物」と、「つながりの大切さ」は

普遍であることも確認できました。

業務上高齢者と接する機会の多い事業者が、秋田市との協定に基づき、配達中や戸別訪

問中に異変を発見した場合（例：郵便物や新聞がたまっている）に、地域包括支援セン

ターなどの関係各機関へ通報する、というものです。令和7年９月時点では２９事業所

（秋田市内郵便局・生活協同組合コープ秋田など）が、この協定を結んでいます。

高齢者等あんしん見守り活動

セルフネグレクト状態にある方への介入にあたっては、民生委員や町内会の皆さまによる見守りや

同行訪問、時にはケア会議へのご参加など、多方面からのご協力をいただきながら介入や支援に至っ

た事例が多く見られます。地域の皆さまは、対象となる方の生活歴や性格、現在に至るまでの背景な

どを把握されている場合もあり、当事者にとって信頼できる存在でもあります。制度が整っていても、

それを動かすのは人であり、民生委員をはじめ、地域の皆さまのご協力は不可欠です。地域全体で支

え合い、誰もが安心して暮らせる環境を共に築いていきましょう。

今後も関係機関との連携を強化し、取り組みを継続してまいります。

セルフネグレクト状態にある方への介入アプローチ
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